
寺島野外観察施設

岩本光雄 (施設長 ･兼)

森 明地1'･渡辺邦夫

前年皮 (昭和55年度)未完成の研究快増築部分

の活用を含め,施設の迅常は順調に進められた.

昭和56咋皮に本施設を利F71した研究捌 ま.宮腰浩

子兆同利用研究員のはか.延べ239人に適し.57

咋1月には.車馬ニホンザルを一時的につかまえ

て身体両に関する調在を行ない (後述),一部のサ

ルには,顔に個体識別用の入れずみを施 した.

ニホンザル幸島群のポビュL/-ションは,昭和

57年4月1日現在で主群70頭,"マキ′グループ12

i札 ソリタリー10頭の言i92頭である056年度中の

tu掛 ま12例に逮 したが.うち1例は死産.4例は

生後に死亡 した｡群れの状況としては.浜に放棄

された魚を食べるサルが見かけられるようになっ

たことが注目される｡これまでのところ,魚を食
べるのはサツキほかのオ トナのサル5WIであり.

これらサルと順位ないし血縁性との関係はないよ

うである｡

なお従来,幸島は干潮時に市木海岸と広く陸っ

づさになることが多く,観光客の多い時期にはサ

ルが陸地がわへあふれでるおそれがあったが,56

年皮中はいわゆる島が切れた状態が続き,サルの

群れにその意味での落ち前さが見られた｡そこで

57年 1月20日前後の数日間をえらび,山中でサル

を一時的につかまえ,生休計mTJ.血液汚料の採取

など,身体両にrXJする調在を行った.

昭和56年10月1日づけで.多年にわたり当施設

助手の任に当ってきた森明雄助手が生活史研究部

門へ移り,かわって同57年 1月16日づけで.渡辺

邦夫が当施設助手として若任 した｡

研 究 概 要

1)串島のサルの生態学的社会的研究

森 明雄 ･渡辺邦夫 ･

三戸サツエ･山口直嗣 ･

冠他市士93

前印度からの継続として.ポビューレーション

動態に関するII;･Tf料を収JJlL.また正朔的に,ほ

ぼ仝個体の体巾を測定した｡

1)昭和56咋10月1日づけで生活史研究部門に配置

換え

2)規入場の社会学的生態学的研究

森 明雄

昭和54年より55frlにわたって行ったアフリカで

の現地調禿門料か 71心として,研究のとりまとめ

をiuめた｡

サル類保健飼育管理施設

竹中修熊)･松林清明

後藤俊二 ･松林伸子1)

繁殖コロニーにおける飼育を昭和55年夏に開始

し,初年度の昭和56年春一夏にアカゲザル計33頭

(出産率73%:出産数を出産可能な♀の頭数で割

った数).ニホンザル計5頭 (出産率45%)の出産

をみた｡アカゲザルの母群構成がやや困難で,と

くにqlrfil純アカゲザルの母群数はまだ少いため.
利用が可能な段階にはまだ2-3年を要するもの

の.比較的多数のサルで母群を構成出来たインド

郡は昭和57年から仇給の開始力河 能と考えている.

飼育中のサルの繁跡 こついてはチンパンジーの人

工授精の成功があげられよう｡これは所内におけ

る本格的なチンパンジー研究のスタートに対応し,

昭和54年より81Wl･早211-qiでグループ飼育を行

い.またニホンモンキーセンターからオスを2度

にわたって桝りるなど,繁残に努めたが,いずれ

も交尾行動を見ることが出来なか ったものであるO
昭和56年春一見に人工授柄を試み,昭和57年3月

昭和56年度サル施設経巧概罪

項 目 金額 (千円)

備 品 だ 4,693

サ ル 購 入 乃 1.678

サ ル 飼 料 胴 入代 10,313

薬 品 代 1,040

消 耗 品 門 2,153

人 件 門 8,177

補修 .改造等工朝田 1,115

ケ ー ジ 購 入 費 320

経 費 340

1)教務職員
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7日にメスのポポ (母親はプチ),同5月18日にオ

スの レオ (母親はレイコ)が誕生 した｡プチは子

供を養育 しようとしなかったので人工噂青で育て

ている｡ レイコの方は,最初子供の抱き方に不安

定さが見られたが,飼育技術員の調教の努力もあ

って現在独力で哨青を行 っている｡また稀少種と

してはワオキツネザルも一頭誕生を見た｡

人事では,昭和48年2月より当施設助教授であ

った千葉敏郎が,昭和57年3月16日付で岐阜大学

教授 (農学部獣医学科)に転出 した｡また,竹中

修 (生化学部門)が昭和57年4月1日より2年間

施設長を兼任することとなった｡

研 究 杜 要

1)雄二ホンザル生殖機能の成長と季節的変化に

関する形態学的ならびに生理学的研究

松林桁明

生殖器構造,テス トステロン濃度,精液性状,

組織化学などの検索を行い,性機能の年令的 ･季

節的変化の総合的評価を行 った｡

2)サル校の人工授精に関する研究

松林清明 ･熊崎縮刷

釜中虚朗

チンパンジーについて電気刺激による採精法を

応用 して,2頭のメスの性皮腫脹を指標とした授

精を行い,2頑ともに妊娠 ･出産を得た｡

1981年度 (昭56)サル動態報告書

区 分 入 荷 出症 管壁 実敬殺 事故死 管哩 死 因佼班 料 寄附 潤 呼 放 杏 そ 不明

種 名 研 換 失 化器 吹器 血 坐虫 の

也 え 宜 系 系 症 症 他

コ モ ン ツ パ イワ 夕ポウシ夕マ リンシルパーマーモセットヨ ザ ルニ ホ ン ザ ルヤ ク ニ ホ ン ザ ルア カ ゲ ザ ル 20 10 41 931132439 5 1718 124 223 29 1145 11 1 2 714

カ ニ ク イ ザ ル 7 1 16 4 1 2 3(2)

タ イ ワ ン ザ ルベ ニ ガ オ ザ ルボ ン ネ ッ ト ザ ルM.ff X Mmマ ン ト ヒ ヒゲ ラ ダ ヒ ヒチ ン ′ヾ ン ジ ー 3 211 4114 4 2

計 30 10 6 1716(2 2 1 2 12

症) ( )印,検疫中死亡内数

総増加数一総減少数-差引頭数

155- 119 -36頭増加
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3) ニホンザルの成長に仲なう眼内視所見の推移

後藤俊二

幼児期の人工岬Tfを主な対象として.脚色光軸
形法等による眼底伶及び前限耶透光体の屈折率の

変化についての継続姐祭を行っている｡

1981咋皮 (昭56)末飼-ff頑数調べ

種 名 頭 数

コ モ ン ツ バ イ 9

ワ オ キ ツ ネ ザ ル 3

ス ロ ー ロ リ ス 2

オ オ ギ ャ ラ ゴ 5

ワ 夕 ポ ウ シ 夕マ リ ン 12

シルパ ーマ ー モセ ッ ト 4

ヨ ザ ル 7

リ ス ザ ル 3

ノ ド ジ ロ オ マ キ ザ ル 1

フ サ オ マ キ ザ ル 2

チ エ ウ ベ イ クモ ザ ル I

､ ド リ ザ ル 3

パ タ ス ザ ル 2

ニ ホ ン ザ ル 283

ヤ ク ニ ホ ン ザ ル 23

ア カ ゲ ザ ル 174

タ イ ワ ン ザ ル 13

ブ タ オ ザ ル 4

ペ ニ ガ オ ザ ル 6

ボ ン ネ ッ ト ザ ル 10

カ ニ ク イ ザ ル 36

ア ッ サ ム ザ ル 5

M.frX M ry 2

M.ff X M m 6

Ep X Ca 2

マ ン ト ヒ ヒ 2

ゲ ラ ダ ヒ ヒ I

シ ロ テ テ ナ ガ ザ ル 2

ア ジ ル テ ナ ガ ザ ル 1

チ ン パ ン ジ ー 8

4) ニホンザル四肢奇形の原因探究

後藤俊二

血液検充を主としたE:淋 病Pl!学的枚肘を兆同研

究の一環として進めている.今咋腔は所たに串fTJ

郡が調ff対象に加えられた｡

翰 文

1)Matsubayashi,K.(1982):Comparisonoftwo

methodsofc1cctrocjaculationinJapanese
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研究報告 ･その他

1)松林清明 ･町El]呂昭 ･和 秀雄 ･千兼敏郎 ･

史 滋 ･大沢 折 (1981):串FJサル群の腸内3'

生虫- 感独状況の調Tfと駆除の試み,科研門

調杢報告

2)松林lTfbI明 (1982):カニクイザルの赤刑を追

う インドネシア調査報告- ,モ ソキー

181.28-33｡
3)Matsubayashi,K.,D.Sajuthi(1982):Micro-

biological and clinical examinations of

cynomolgusmonkeysh Indonesia. Kyoto

University OyerseasReportorstudieson

TndonesianMacaque1,47･56.

学 会 発 衣

1)松林Iirl明 ･幻月公子 (1982) :ニホンザル雄

性生荊器の成長と季節的変化｡苅93回日本獣医

学会

二ホンザル研究林

研究林実行委員会

1.下北研究体

下北半島北西部のニホンザル生息地では,例年

の通り.主として冬季の観察条件の良い時期に,

耶れの遊動の継続追跡観察を行ったO

西南部に生息する群れに関しては,分裂後の経

過を追 うとともに,餌づけ群の生態管理に必要な

基礎調査を行ってきた｡

2.上信越研究林

稚魚川流域の冬の糞内容分析研究が行われた｡

その中で,糞に含まれる繊維によって食物の樹

種分煩が可能になりつつある｡又,岨朔川流域の
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